
棚田に映える早乙女の田植え姿

　６月１日、下赤阪の棚田で棚田保全活動をしている「棚田むすびの会」メンバーの早乙女（さおとめ）たちが、紺の
かすりの着物に、赤帯、赤たすき、すげがさ姿で田植えを披露しました。
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平
成
26
年
度
の
介
護
保
険
料
・
国
民
健
康
保
険
料
・

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
本
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

○
介
護
保
険
料

　

65
歳
以
上
の
人

の
介
護
保
険
料
は
、

前
年
中
の
所
得
や

世
帯
の
住
民
税
課

税
状
況
な
ど
に
応

じ
て
、
８
段
階
に

分
か
れ
ま
す
。

　

保
険
料
額
決
定

通
知
書
は
、
今
回

決
定
し
た
年
間
保

険
料
額
か
ら
４
月

に
仮
決
定
し
た
介

護
保
険
料
の
額

（
普
通
徴
収
の
人

は
４
～
６
月
分
、

特
別
徴
収
の
人
は

４
・
６
・
８
月
分
）

を
差
し
引
い
た
額

を
残
り
の
納
付
月

に
分
割
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
料

　

保
険
料
額
決
定
通
知
書
は
、
４
月

に
行
っ
た
仮
決
定
の
国
民
健
康
保
険

料
の
額（
普
通
徴
収
は
４
～
６
月
分
、

特
別
徴
収
の
人
は
４
・
６
・
８
月
分
）

を
差
し
引
い
た
額
を
残
り
の
納
付
月

に
分
割
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

•
�

65
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
世
帯
主
の
人
へ

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ

る
世
帯
主
の
介
護
保
険
料
が
特
別
徴

収
で
、
同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者
全

員
が
65
歳
か
ら
74
歳
の
場
合
は
、
世

帯
主
の
年
金
か
ら
特
別
徴
収
に
な
り

ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
度
内
に
世
帯
主
が
75

歳
に
な
る
人
や
、
国
民
健
康
保
険
料

と
介
護
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額

の
２
分
の
１
を
超
え
る
人
な
ど
は
、

普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

年
金
を
年
額
18
万
円
以
上
受
給
し

て
い
る
人
は
、原
則
特
別
徴
収
で
す
。

た
だ
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

と
介
護
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額

の
２
分
の
１
を
超
え
る
人
な
ど
は
普

通
徴
収
に
な
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
の
人
の
保
険
料
額
決
定

通
知
書
は
、
４
月
に
行
っ
た
仮
決
定

の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
額

（
４
・
６
・
８
月
分
）
を
差
し
引
い

た
額
を
残
り
の
納
付
月
に
分
割
し
た

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

•
�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
普
通

徴
収

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
普
通

徴
収
は
、
４
～
６
月
の
納
付
月
が
な

い
た
め
、
１
年
間
の
保
険
料
を
７
月

か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
９
回
に
分
割

し
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

健
康
福
祉
課
（
介
護
）

•

住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

　

前
年
の
収
入
や
所
得
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
成
26
年

度
の
介
護
保
険
料
・
国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
を
決
定
し
ま
し
た
。
７
月
初
旬
に
保
険
料
額
決
定
通
知
書
や
納

付
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
方
に
は
、「
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
）」

と
「
普
通
徴
収
（
口
座
振
替
や
納
付
書
）」
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

特
別
徴
収
で
納
め
て
い
る
人
へ

　

国
民
健
康
保
険
料
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
「
特
別
徴
収
」

で
納
め
て
い
る
人
は
、
保
険
料
の
納
付
方
法
を
「
口
座
振
替
」
に
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
続
き
方
法
な
ど
詳
し
く
は
住
民
課
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※�

納
付
方
法
の
変
更
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

保険料の納付は便利な口座振替で
　保険料のお支払いは、納期限ごとに自動的に指定の預金口座から振替納付される口座振
替が便利で安心です。口座振替取扱金融機関窓口へ預金通帳、通帳届出印鑑、納入通知書
を持参の上、手続きをしてください。（口座振替日は毎月25日です。ただし、指定振替日が
取扱金融機関などの休日にあたる場合は１営業日前です。）

【口座振替取扱金融機関】
三菱東京ＵＦＪ・三井住友・りそな・近畿大阪の各銀行

および大阪南農業協同組合、ゆうちょ銀行・郵便局

対象者
平成26年度

段階 賦課割合（年額）
生活保護者もしくは、
老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民税非課税の人 第１段階 基準額×0.50

28,560円

住民税
世帯非課税

合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円以下の人 第２段階 基準額×0.50
28,560円

合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円を超え120万
円以下の人

第３段階
（特例）

基準額×0.70
39,980円

合計所得金額と課税年金収入額の合計が120万円を超える人 第３段階 基準額×0.75
42,840円

住民税
本人非課税

本人が住民税非課税で合計所得金額と課税年金収入額の合
計が80万円以下の人（住民税課税の人と同世帯）

第４段階
（特例）

基準額×0.85
48,550円

本人が住民税非課税で合計所得金額と課税年金収入額の合
計が80万円を超える人（住民税課税の人と同世帯） 第４段階 基準額

57,120円

住民税
本人課税

合計所得金額が125万円未満の人 第５段階 基準額×1.10
62,830円

合計所得金額が125万円以上190万円未満の人 第６段階 基準額×1.25
71,400円

合計所得金額が190万円以上400万円未満の人 第７段階 基準額×1.50
85,680円

合計所得金額が400万円以上の人 第８段階 基準額×1.75
99,960円

●65才以上の人（第₁号被保険者）の保険料
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広告
〈
広
告
掲
載
の
問
い
合
わ
せ
〉

　

総
務
課

後
期
高
齢
者

　
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
回
３
０
０
円

受
付　

随
時
（
先
着
順
）

※�

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
祭
日
を
除

く
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時

備
考　

村
外
の
人
で
も
受
講
で
き
ま

す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

※�
く
す
の
き
ホ
ー
ル
窓
口
で
も
直
接

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
26
年
度
村
民
大
学

歴
史
講
座
の
お
知
ら
せ

○
被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す

　

８
月
か
ら
被
保
険
者
証
が「
水
色
」

に
変
わ
り
ま
す
。
新
し
い
被
保
険
者

証
は
７
月
初
旬
に
簡
易
書
留
郵
便
で

送
付
し
ま
す
。
有
効
期
限
は
、
平
成

27
年
７
月
31
日（
木
）ま
で
の
１
年
間

で
、
お
手
元
に
届
い
た
と
き
か
ら
ご

使
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者

証
（
桃
色
）
の
有
効
期
限
は
今
年
の

７
月
31
日（
木
）ま
で
で
す
。
そ
れ
以

後
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
役
場

住
民
課
へ
返
却
し
て
い
た
だ
く
か
、

ご
自
身
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
度
途
中
で
負
担
割
合
や
住
所
な

ど
に
変
更
が
あ
っ
た
人
で
、
現
在
も

古
い
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
場
合

は
住
民
課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

○
医
療
機
関
で
の
自
己
負
担
の
割
合

　

一
部
負
担
金
の
割
合
（
１
割
ま
た

は
３
割
）
は
、
毎
年
８
月
１
日
現
在

で
当
該
年
度
（
４
月
～
７
月
は
前
年

度
）
の
村
民
税
課
税
標
準
額
で
判
定

し
ま
す
。

　

村
民
税
課
税
標
準
額
が
１
４
５
万

円
以
上
あ
る
被
保
険
者
と
同
一
世
帯

に
属
す
る
被
保
険
者
は
、
す
べ
て
現

役
並
み
所
得
者
（
３
割
負
担
）
と
な

り
ま
す
。

○�

「
３
割
」
と
判
定
さ
れ
た
人
へ

　

基
準
収
入
額
適
用
申
請
を

　

一
部
負
担
金
の
割
合
が
「
３
割
」

と
判
定
さ
れ
た
場
合
で
も
、
次
の
要

件
に
該
当
す
る
と
き
は
、
住
民
課
に

基
準
収
入
額
適
用
申
請
を
し
、
認
め

ら
れ
る
と
申
請
の
翌
月
か
ら
、
一
部

負
担
金
の
割
合
を
「
１
割
」
に
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①�

同
一
世
帯
の
被
保
険
者
が
１
人
の

場
合

　

→�

被
保
険
者
本
人
の
収
入
が
３
８

３
万
円
未
満
の
と
き

②�

同
一
世
帯
の
被
保
険
者
が
２
人
以

上
い
る
場
合

　

→�

被
保
険
者
の
収
入
の
合
計
額
が

５
２
０
万
円
未
満
の
と
き

③�

同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
１
人

で
、
か
つ
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の

人
が
い
る
場
合

　

→�

被
保
険
者
本
人
の
収
入
額
が
３

８
３
万
円
以
上
で
、
被
保
険
者

本
人
と
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の

人
の
収
入
の
合
計
額
が
５
２
０

万
円
未
満
の
と
き

申
請
に
必
要
な
も
の

•

印
鑑

•

被
保
険
者
証

•
�

平
成
25
年
中
の
収
入
額
を
確
認
で

き
る
書
類
（
確
定
申
告
書
の
控
え

な
ど
）

○�

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
適
用

認
定
証
（
減
額
認
定
証
）
の
更
新

を

　

減
額
認
定
証
は
、
医
療
機
関
の
窓

口
で
提
示
す
る
こ
と
で
、
入
通
院
の

医
療
費
や
、
入
院
時
の
食
事
代
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
る
も
の
で
、
村
民
税

非
課
税
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
が

交
付
の
対
象
で
す
。

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
減
額
認
定

証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日（
木
）と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
８

月
１
日（
金
）か
ら
有
効
の
減
額
認
定

証
の
交
付
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
交
付
を
受
け
て

い
な
か
っ
た
人
も
、
対
象
と
な
り
希

望
さ
れ
る
場
合
は
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

•
印
鑑
・
被
保
険
者
証

•
�

過
去
12
か
月
以
内
の
入
院
が
90
日

を
超
え
て
い
る
人
は
入
院
日
数
の

わ
か
る
書
類
（
領
収
書
な
ど
）

※�

74
歳
以
下
の
人
で
、
村
の
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、

８
月
１
日（
金
）以
降
に
住
民
課
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

住
民
課

•
�

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合

　

☎
06（
４
７
９
０
）２
０
２
８

回 講座日時 テーマ 講　　師

３ ７月２日（水）
午後２時～４時

弥生から古墳時代の遺跡に
用いられた朱の産地から
ひも解く権力の移り変わり

近畿大学
教授　南　武志氏

４ ９月10日（水）
午後２時～４時

信仰世界の考古学
―民間信仰における
石造物について―

阪南大学
准教授　和泉　大樹氏

５ 10月１日（水）
午後２時～４時

楠公史跡をめぐる
（戦前の楠公顕彰）

河内長野市教育委員会
尾谷　雅彦氏

６ 11月12日（水）
午後２時～４時 博物館へのすすめ 大阪大谷大学

名誉教授　中村　浩氏
７ 12月10日（水）
午後２時～４時

考古学と自然科学①
科学の力で年代を知る 村教育課職員
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福
祉
医
療

老
人
医
療（
一
部
負
担
金

相
当
額
等
一
部
助
成
）医

療
証
の
更
新
を

　

現
在
交
付
し
て
い
る
「
老
人
医
療

（
一
部
負
担
金
相
当
額
等
一
部
助
成
）

医
療
証
（
空
色
）」
の
有
効
期
限
は

７
月
31
日（
木
）で
す
。
８
月
１
日

（
金
）か
ら
は
新
し
い
医
療
証（
黄
色
）

に
変
わ
り
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
更

新
手
続
き
に
必
要
な
も
の
を
記
載
し

た
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

　

更
新
手
続
き
は
、７
月
30
日（
水
）・

31
日（
木
）の
２
日
間
、
住
民
課
福
祉

医
療
窓
口
で
行
い
ま
す
。
小
吹
台
地

区
の
人
は
、
小
吹
台
連
絡
所
で
手
続

き
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
所
得
制
限
に
よ

り
受
給
資
格
が
な
か
っ
た
人
も
、
所

得
が
低
下
し
た
場
合
、
受
給
資
格
が

発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉住
民
課（
福
祉
医
療
）

年
　
　
金

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
は
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶

予
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や

「
若
年
者
（
30
歳
未
満
）
納
付
猶
予

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
免
除
申
請
な
ど
の

受
付
は
７
月
１
日（
火
）か
ら
開
始
と

な
り
、
７
月
分
か
ら
平
成
27
年
６
月

分
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
所
得

な
ど
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。ま
た
、

今
年
４
月
か
ら
法
律
が
改
正
さ
れ
、

２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
免
除
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

年
金
手
帳
・
印
鑑

※�

失
業
に
よ
り
、
離
職
し
た
日
を
確

認
で
き
る
公
的
機
関
の
証
明
書

（
離
職
票
・
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
な
ど
、
コ
ピ
ー
可
）
が
あ
れ

ば
退
職
を
考
慮
し
た
審
査
の
特
例

が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

住
民
課
（
国
民
年
金
）

•

天
王
寺
年
金
事
務
所

　

☎
06（
６
７
７
２
）７
５
３
１

７
月
は
障
害
基
礎
年
金

現
況
届
の
提
出
月
で
す

　

20
歳
前
の
障
害
に
よ
り
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
た
「
国
民
年

金
受
給
者
現
況
届
」
を
７
月
31
日

（
木
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

期
限
ま
で
に
提
出
さ
れ
な
い
と
き

は
、
年
金
の
支
払
い
が
一
時
差
し
止

め
と
な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
障
害
の
認
定
期
間
が

定
め
ら
れ
て
い
て
、
今
回
診
断
書
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
る
人
は
、
併
せ

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉住
民
課（
国
民
年
金
）

保
　
　
険

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

を
送
付
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

70
～
74
歳
の
人
に
、
８
月
１
日（
金
）

か
ら
の
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
郵

送
し
ま
す
。８
月
１
日（
金
）か
ら
は
、

新
た
に
負
担
割
合
を
判
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
送
付
さ
れ
た
受
給
者
証
を

必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）

非
自
発
的
失
業
者
の
国
民
健
康

保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す

　

非
自
発
的
失
業
に
よ
り
国
民
健
康

保
険
に
加
入
す
る
人
に
つ
い
て
、
失

業
か
ら
一
定
の
期
間
、
前
年
の
給
与

所
得
を
１
０
０
分
の
30
と
し
て
算
定

し
、
保
険
料
を
軽
減
し
ま
す
。
た
だ

し
、
世
帯
に
属
す
る
そ
の
他
の
被
保

険
者
の
所
得
は
通
常
の
額
を
用
い
ま

す
。

対
象
者

　

平
成
25
年
３
月
31
日
以
降
に
職
を

失
っ
た
65
歳
未
満
の
人
で
「
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
」の
、「
離
職
理
由
」

欄
の
「
理
由
コ
ー
ド
」
が
次
の
コ
ー

ド
の
人

特
定
受
給
資
格
者

11
・
12
・
21
・
22
・
31
・
32

特
定
理
由
離
職
者　

23
・
33
・
34

※�

す
で
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
も
、対
象
に
な
り
ま
す
。

※�

雇
用
保
険
を
受
給
し
て
い
な
い
人

は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

軽
減
期
間

　

離
職
の
翌
日
の
属
す
る
月
か
ら
、

そ
の
月
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
末

ま
で
の
期
間
で
す
。

　

届
け
出
の
際
は
「
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
」、「
印
鑑
」
を
窓
口
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）

平
成
26
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
３
期
（
６
月
分
）
の
納
期
限
は
、
６
月
30
日（
月
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
６
月
25
日（
水
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付

公共施設のごあんない

千早赤阪村役場… ……☎�0081

小吹台連絡所… ………☎�7600

くすのきホール（教育委員会事務局）

•教育課… ……………☎�1300

村立郷土資料館… ……☎�1588

B&G海洋センター………☎�7183

学校給食センター………☎�1112

いきいきサロン

•やまゆり… …………☎�7005

•くすのき… …………☎�1705

保健センター

•健康福祉課… ………☎�0069

•村国保診療所… ……☎�0038

•村社会福祉協議会………☎�0294

金剛山ロープウェイ

•千早駅… ……………☎�0128

村営宿泊施設

•香楠荘… ……………☎�0321

富田林市消防署

千早赤阪分署… ………☎�1755

※�各施設の休館日については
お問い合わせください。
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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、立
ち
直
り
を

　
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

就
労
支
援

お
で
か
け
サ
ポ
ー
ト
！

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
in
大
阪
狭
山

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長
野
と
市
町

村
が
連
携
し
、
求
人
情
報
の
提
供
や

職
業
紹
介
を
、
身
近
な
市
役
所
で
実

施
し
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
は
遠
く
て
行

け
な
い
人
や
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
敷
居

が
高
い
と
思
わ
れ
て
い
る
人
な
ど
、こ

の
機
会
に
是
非
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
を

既
に
お
持
ち
の
人
は
、
カ
ー
ド
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
23
日（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

受
付　

午
後
３
時
30
分
ま
で

※�

来
場
者
多
数
の
場
合
は
受
付
終
了

時
間
を
早
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
所　

大
阪
狭
山
市
役
所
３
階　

第

１
会
議
室

費
用　

無
料

主
催　

雇
用
促
進
広
域
連
携
協
議
会

（
富
田
林
市
・
河
内
長
野
市
・
大
阪

狭
山
市
・
河
南
町
・
太
子
町
・
千
早

赤
阪
村
）、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長
野

協
力　

大
阪
府
総
合
労
働
事
務
所
、

南
河
内
地
域
労
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•
�

大
阪
狭
山
市
市
民
部
農
政
商
工
グ

ル
ー
プ

　

☎
０
７
２（
３
６
６
）０
０
１
１

•

地
域
振
興
課

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

全
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で

す
。

　

第
64
回
に
あ
た
る
今
年
は
、「
更

生
保
護
の
日
」
で
あ
る
７
月
１
日

（
火
）か
ら
の
１
か
月
間
を
強
調
月

間
と
し
て
全
国
的
に
運
動
が
展
開

さ
れ
ま
す
。

　

本
村
で
も
保
護
司
会
と
更
生
保

護
女
性
会
を
中
心
に
、
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
、
村
内
各
地

に
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
の
ぼ
り
旗

を
立
て
る
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま

す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉健
康
福
祉
課（
福
祉
）

　

た
だ
し
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
は
、支
給
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

•
�

平
成
26
年
度
市
町
村
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
親
族
と

な
っ
て
い
る
人

•
�

１
月
１
日
に
お
い
て
生
活
保
護
ま

た
は
中
国
残
留
邦
人
な
ど
に
対
す

る
支
援
給
付
を
受
け
て
い
る
人

（
３
月
31
日
ま
で
に
廃
止
・
停
止

さ
れ
た
人
を
除
く
）

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手
当

（
特
例
給
付
を
含
む
）
を
受
給
さ
れ

て
い
る
人
を
支
給
対
象
者
と
し
、
同

月
分
の
児
童
手
当
（
特
例
給
付
を
含

む
）
対
象
児
童
一
人
当
た
り
１
万
円

を
支
給
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
は
、支
給
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

•
�

臨
時
福
祉
給
付
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
人

•
�

平
成
25
年
中
の
所
得
が
、児
童
手
当

の
所
得
制
限
額
を
超
え
て
い
る
人

•
�

１
月
１
日
に
お
い
て
生
活
保
護
ま

た
は
中
国
残
留
邦
人
な
ど
に
対
す

る
支
援
給
付
を
受
け
て
い
る
人

（
３
月
31
日
ま
で
に
廃
止
・
停
止

さ
れ
た
人
を
除
く
）

○�

公
務
員
で
職
場
か
ら
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
る
人
へ

　

給
付
金
の
申
請
は
役
場
が
窓
口
に

な
り
ま
す
。
職
場
か
ら
交
付
さ
れ
る

申
請
書
や
児
童
手
当
（
特
例
給
付
を

含
む
）
受
給
証
明
書
は
申
請
の
際
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉健
康
福
祉
課（
福
祉
）

　

４
月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴

う
影
響
緩
和
の
た
め
、
臨
時
的
な
措

置
と
し
て
、「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

と「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
両
給
付
金
を
併
せ
て
受

給
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。
支
給
対
象
者
と
思
わ
れ

る
人
に
は
村
か
ら
お
知
ら
せ
を
郵
送

し
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
と
お
り
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法　

申
請
書
を
返
送
用
封
筒

で
郵
送
、
ま
た
は
健
康
福
祉
課
（
保

健
セ
ン
タ
ー
内
）
の
窓
口
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
期
間

７
月
１
日（
火
）～
10
月
１
日（
水
）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

給
付
方
法　

口
座
振
込
に
よ
り
支
給

●�

各
給
付
金
の
概
要
と
支
給
対
象
者

な
ど

臨
時
福
祉
給
付
金

　

１
月
１
日
時
点
に
お
い
て
本
村
に

住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
平
成

26
年
度
村
民
税
が
非
課
税
の
人
を
支

給
対
象
者
と
し
、
一
人
当
た
り
１
万

円
（
加
算
対
象
者
は
１
万
５
千
円
）

を
支
給
し
ま
す
。

※�

な
お
、
加
算
対
象
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

•
�

老
齢
基
礎
年
金
、障
害
基
礎
年
金
、

遺
族
基
礎
年
金
な
ど
の
受
給
者

•
�

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手

当
な
ど
の
受
給
者

臨時福祉給付金および
子育て世帯臨時特例給付金

※年金や児童扶養手当など
　の受給者は１万５千円

平
成
26
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
４
期
（
７
月
分
）
の
納
期
限
は
、
７
月
31
日（
木
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
７
月
25
日（
金
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付
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暴
力
、
喫
煙
‥
と
ま
で
は
い
か
な
く
と

も
、
頭
髪
・
服
装
検
査
、
遅
刻
指
導
、

携
帯
‥
、
生
徒
指
導
と
聞
く
と
、
多
く

の
学
生
が
、
校
則
や
風
紀
を
無
理
や
り

守
ら
せ
る
（
取
り
締
ま
る
）
厳
し
い
指

導
や
、
実
際
に
自
分
が
怒
ら
れ
た
悲
し

い
場
面
を
思
い
出
す
よ
う
で
す
。

　
「
じ
ゃ
あ
、
生
徒
指
導
は
や
ん
ち
ゃ

な
子
の
た
め
の
も
の
で
す
ね
？
」

　
「
目
立
た
ず
、
大
人
し
く
し
て
い
る

子
は
対
象
外
で
す
ね
？
」

　
「
悩
ん
で
い
て
も
口
に
出
せ
な
い
子

も
対
象
外
で
す
ね
？
」

　

矢
継
ぎ
早
の
私
か
ら
の
質
問
攻
め

に
、
最
初
は
き
ょ
と
ん
と
し
て
い
た
学

生
た
ち
も
、
次
第
に
大
切
な
こ
と
に
気

付
き
始
め
た
よ
う
で
し
た
。

　
「
も
ち
ろ
ん
、
や
ん
ち
ゃ
な
子
を
厳

し
く
叱
る
の
も
生
徒
指
導
で
す
。
で
も

ね
、や
ん
ち
ゃ
な
子
も
大
人
し
い
子
も
、

目
立
つ
子
も
目
立
た
な
い
子
も
、
み
な

同
じ
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
を
大
切
に
し
て
、
教
師
が
よ
く
『
観

て
』『
気
づ
く
』
こ
と
か
ら
始
ま
る
の

が
生
徒
指
導
な
の
で
す
。」

　

授
業
は
、
講
義
形
式
で
は
な
く
、
学

生
に
問
い
か
け
る
形
で
進
め
て
い
き
ま

す
。
問
い
か
け
型
の
い
い
と
こ
ろ
は
、

学
生
の
脳
み
そ
が
常
に
働
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
脳
が
活
性
化
し
て
い
て
自

分
で
ど
ん
ど
ん
考
え
を
深
め
る
の
で
、

教
師
で
あ
る
私
が
多
く
を
語
る
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
近
頃
の
大
学
生
は
‥
」
と
い
っ
た

声
を
時
々
耳
に
し
ま
す
が
、
そ
ん
な
こ

と
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
授
業
を
通
し

て
、
彼
ら
彼
女
ら
の
瑞
々
し
い
感
性
と

限
り
な
い
可
能
性
を
日
々
実
感
し
ま

す
。

　
「
生
徒
指
導
が
み
ん
な
の
た
め
の
も

の
な
ん
て
考
え
て
み
た
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
な
ら
私
に
で
も
で

き
る
と
思
い
ま
し
た
。」

　
「
今
ま
で
ど
う
叱
る
か
を
授
業
で
教

え
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
叱
る
前
に
大
切
な
こ
と
が
あ
る
こ

と
に
今
日
の
授
業
で
気
付
き
ま
し
た
。

自
分
が
少
し
成
長
し
た
気
が
し
ま
す
。」

授
業
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
カ
ー
ド

（
出
席
票
）
に
書
か
れ
て
い
た
学
生
の

コ
メ
ン
ト
で
す
。

　

学
生
た
ち
が
、
教
師
へ
の
道
を
ま
た

一
歩
前
に
進
ん
だ
瞬
間
で
し
た
。
こ
う

い
っ
た
瞬
間
に
立
ち
会
え
る
こ
と
は
、

教
師
の
醍
醐
味
の
一
つ
で
す
。

　

い
よ
い
よ
、
夏
本
番
の
暑
さ
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
、
お
変
わ
り

な
く
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
た
び
、
コ
ラ
ム
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
大
阪

教
育
大
学
の
恩お

ん

知ち

忠た
だ

司し

と
申
し
ま
す
。

元
々
は
府
立
高
校
の
英
語
教
員
で
、
な

み
は
や
ド
ー
ム
、
大
阪
府
教
育
委
員
会

で
勤
務
し
た
あ
と
、
本
年
４
月
に
大
阪

教
育
大
学
に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
。
大

学
で
教
鞭
を
と
る
の
は
初
め
て
で
、
３

カ
月
た
っ
た
今
で
も
、毎
日
が
新
鮮
で
、

何
十
年
か
ぶ
り
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
い
ま
、
３
回
生
向
け
の

「
教
職
入
門
」と
い
う
授
業
を
担
当
し
て

い
ま
す
。「
教
師
の
資
質
と
は
？
」「
グ

ロ
ー
バ
ル
時
代
に
お
け
る
学
び
と
は
？
」

「
人
権
教
育
の
基
礎
・
基
本
」な
ど
、
教

師
を
志
す
学
生
た
ち
に
、
毎
回
、
教
職

に
関
す
る
テ
ー
マ
を
決
め
て
授
業
を
し

て
い
ま
す
。

　

先
だ
っ
て
の
テ
ー
マ
は「
生
徒
指
導
」

で
し
た
。
授
業
の
初
め
に
学
生
た
ち
に

「
生
徒
指
導
っ
て
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
？
」

と
尋
ね
て
み
ま
し
た
。「
い
か
つ
い
」「
怖

～
い
」「
怒
ら
れ
た
」
…
「
ジ
ャ
ー
ジ
」

と
答
え
た
学
生
も
い
ま
し
た
。

情
　
　
報

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

制
度
の
運
用
状
況

　

よ
り
開
か
れ
た
村
政
を
実
現
す
る

た
め
、
村
が
保
有
し
て
い
る
情
報
を

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
情
報
公

開
制
度
」
と
自
分
自
身
の
個
人
情
報

が
ど
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
か

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る｢

個
人
情

報
保
護
制
度｣

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
の
運
用
状

況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

上
下
水
道

安
心
し
て
水
道
を
使
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
に

　

水
道
水
は
塩
素
消
毒
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
長
期
間
留
守
に
さ
れ
る
場

合
な
ど
、
ご
家
庭
の
給
水
管
に
水
道

水
が
長
時
間
滞
留
し
、
消
毒
効
果
が

薄
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
長
期
間

使
用
さ
れ
な
い
と
き
の
開
栓
直
後
の

水
道
水
は
、
念
の
た
め
バ
ケ
ツ
一
杯

分
く
ら
い
を
飲
み
水
以
外
に
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
上
下
水
道
課

新
規
指
定
工
事
業
者（
上
水
道
）

　

新
た
に
１
業
者
を
村
給
水
装
置
工

事
事
業
者
に
指
定
し
ま
し
た
（
合
計

72
業
者
）。

業
者
名　

キ
タ
グ
チ
設
備

所
在
地　

河
内
長
野
市
寿
町
５
番
27

号☎
�
０
５
４
６

　

給
水
装
置
工
事
の
申
し
込
み
、
修

繕
な
ど
は
、
指
定
工
事
業
者
へ
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
上
下
水
道
課

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
・

分
担
金
の
第
１
期
納
期
は
７

月
31
日
ま
で

　

８
月
か
ら
下
水
道
を
使
用（
供
用
）

開
始
す
る
区
域
の
関
係
す
る
人
に
、

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
（
５
月

に
申
告
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
基

に
）
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
費
用

は
下
水
道
の
建
設
費
の
一
部
に
使
用

し
ま
す
。

  

納
付
書
は
、
７
月
上
旬
に
賦
課
対

象
と
な
る
土
地
の
所
有
者
ま
た
は
地

上
権
者
に
郵
送
し
ま
す
。

　

支
払
い
は
、「
分
割
」
か
「
一
括
」

の
ど
ち
ら
で
も
可
能
で
す
。

情
報
公
開
制
度

請求の
状況

請求（申出）者 １人
請求（申出）件数 １件

公開の
状況

全部公開 ０件
部分公開 １件
非公開 ０件
不存在 ０件
取り下げ ０件

個
人
情
報
保
護
制
度

請求の
状況

請求（申出）者 １人
請求（申出）件数 １件

公開の
状況

全部開示 １件
部分開示 ０件
非開示 ０件
不存在 ０件
取り下げ ０件

人
権
コ
ラ
ム「
き
ず
な
」
⑮

「
生
徒
指
導
は
誰
の
も
の
？
」

恩
知
　
忠
司（
大
阪
教
育
大
学
）
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分
割
で
支
払
い
の
場
合

　

３
年
分
割
で
年
２
回
計
６
回
で
納

付
で
き
ま
す
。

一
括
納
付
の
場
合

　

初
年
度
の
第
１
期
納
期
限
（
７
月

31
日（
木
））
ま
で
に
一
括
納
付
さ
れ

る
と
報
奨
金
（
負
担
金
・
分
担
金
額

の
14
％
相
当
額
）
を
差
し
引
い
た
金

額
で
納
め
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
の

で
、
大
変
お
得
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
上
下
水
道
課

相
　
　
談

児
童
家
庭
相
談

　
「
し
つ
け
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
」

「
子
ど
も
を
叩
い
て
し
ま
う
」
な
ど

子
育
て
に
関
し
て
お
悩
み
の
人
、
一

人
で
悩
ま
ず
に
家
庭
児
童
相
談
員
ま

で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
要
事
前
連
絡

日
時

毎
週
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　

村
立
保
健
セ
ン
タ
ー

費
用　

無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉健
康
福
祉
課（
福
祉
）

消
費
生
活

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
⑮

　

先
日
、
債
権
管
理
回
収
業
者
を
名

乗
る
と
こ
ろ
か
ら
、
未
払
電
気
料
金

に
関
す
る
は
が
き
が
届
き
ま
し
た
。

私
は
電
気
料
金
を
口
座
振
替
で
支

払
っ
て
い
る
の
で
す
が
、詐
欺
で
は
？

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

　

正
当
な
請
求
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
事
業
者
（
こ
の
場
合
、

電
力
会
社
）
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

電
気
料
金
に
限
ら
ず
、
未
払
い
料

金
の
支
払
い
を
促
す
書
面
や
請
求
書

が
、
債
権
管
理
回
収
業
者
（
い
わ
ゆ

る
「
サ
ー
ビ
サ
ー
」）
か
ら
届
く
こ

と
は
決
し
て
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
サ
ー
ビ
ス

を
契
約
し
て
い
る
事
業
者
と
名
前
が

違
う
こ
と
か
ら
、
不
審
に
思
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、利
用
状
況
や
支
払
状
況
、

契
約
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
は
正
当

な
請
求
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
も

あ
り
、「
何
か
の
間
違
い
」
や
「
架

空
請
求
・
不
当
請
求
」
と
決
め
付
け

て
放
置
す
る
の
も
危
険
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
請
求
や
案
内
が
届
い

た
ら
、
身
に
覚
え
が
な
く
と
も
、
ま

ず
書
面
を
よ
く
読
み
、
請
求
根
拠
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、回
収
業
者
で
は
な
く
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
者
（
事
例
の
場
合
は

電
力
会
社
）
に
、
請
求
書
を
発
送
し

た
債
権
管
理
回
収
事
業
者
に
業
務
委

託
を
し
て
い
る
か
、
本
当
に
未
払
い

料
金
が
あ
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

　

こ
の
と
き
、
届
い
た
書
面
の
連
絡

先
に
最
初
に
連
絡
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
も
し
詐
欺
や
架
空
請
求
で
あ
れ

ば
、
相
手
は
悪
質
な
詐
欺
師
で
す
。

う
っ
か
り
連
絡
す
る
と
自
ら
の
個
人

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

ま
ず
は
、
そ
も
そ
も
の
請
求
を
し
て

い
る
事
業
者
の
代
表
窓
口
か
ら
、
担

当
の
連
絡
先
へ
問
い
合
わ
せ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
正
当
な
債
権
管
理
回
収
事

業
者
で
あ
れ
ば
、
法
務
大
臣
の
許
可

を
得
て
い
ま
す
の
で
、法
務
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
事
業
者
名
を
確
認
す
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
（
住
所
、
電
話
番

号
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
）。

　

そ
れ
で
も
納
得
が
い
か
な
い
、
不

安
な
場
合
は
、
お
近
く
の
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
く
だ
さ
い
。

（（
独
）国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
市
消
費
者
相
談
室

　

☎
㉕
１
０
０
０
（
内
線
１
８
６
）

備
考

28
年

27
年

26
年

区
分

１
年
目
の
第
１
期
納
期
限
に
一
括
納
付
し

た
場
合
14
％
の
相
当
額
を
差
し
引
い
た
金

額
に
な
り
ま
す
。

３
年
目

２
年
目

１
年
目

８
月
１
日（
金
）か
ら
使
用
開
始
す
る
区
域

（
今
回
、
納
付
書
を
郵
送
す
る
人
）

第
２
期

第
１
期

第
２
期

第
１
期

第
２
期

第
１
期

12
月
１
日（
木
）～
25
日（
日
）

７
月
１
日（
金
）～
31
日（
日
）

12
月
１
日（
火
）～
25
日（
金
）

７
月
１
日（
水
）～
31
日（
金
）

12
月
１
日（
月
）～
25
日（
木
）

７
月
１
日（
火
）～
31
日（
木
）

サマージャンボなど宝くじ発売！！
サマージャンボなど宝くじの当せん金は、１等・前後賞合わせて６億円
サマージャンボミニ6000万も同時発売　

発売期間　７月４日（金）～25日（金）

サマージャンボなど宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよいまち
づくりに使われます。

〈問い合わせ〉公益財団法人大阪府市町村振興協会　☎06（6941）7441

図書カードの寄附を
頂きました

　富田林南ロータリークラブより、くすのきホール
図書室に図書カード（５万円）を寄附していただき
ました。書籍購入に活用させていただきます。
　図書室に富田林南ロータリークラブ文庫コーナー
を作っていますので、利用ください。

〈問い合わせ〉教育課　☎�1300

◆
一
般
書

太
陽
の
棘　
　
　
　
　
（
原
田
マ
ハ
）

青
玉
の
笛　
　
　
　
（
澤
田
ふ
じ
子
）

ケ
モ
ノ
の
城　
　
　
　
（
誉
田
哲
也
）

紫
匂
う　
　
　
　
　
　
　
（
葉
室
麟
）

紅
け
む
り　
　
　
　
　
（
山
本
一
力
）

廉
恥　
　
　
　
　
　
　
　
（
今
野
敏
）

忍
者
月
輪　
　
　
　
　
　
（
津
本
陽
）

グ
レ
イ　
　
　
　
　
　
（
堂
場
瞬
一
）

ラ
イ
ア
ー　
　
　
　
　
（
大
沢
在
昌
）

憂
い
な
き
街　
　
　
　
（
佐
々
木
譲
）

満
月
の
道　
　
　
　
　
　
（
宮
本
輝
）

転
迷（
隠
蔽
捜
査
４
）　　
（
今
野
敏
）

約
束
の
海　
　
　
　
　
（
山
崎
豊
子
）

モ
ン
ス
タ
ー　

　
　

尼
崎
連
続
殺
人
事
件
の
真
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
文
哉
）

　
　ス

ゴ
イ
カ
ラ
ダ　
　
　
（
北
村
昌
陽
）

ネ
ッ
ト
依
存
か
ら
子
ど
も
を
救
う
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
樋
口
進
）

万
葉
集
と
日
本
人　
　
（
小
川
靖
彦
）

る
る
ぶ
東
京
横
浜

◆
児
童
書

な
な
い
ろ
レ
イ
ン
ボ
ウ（
宮
下
恵
茉
）

◆
課
題
図
書

小
学
校
低
学
年

•

ま
よ
な
か
の
た
ん
じ
ょ
う
か
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
渡
辺
有
一
）

•

ミ
ル
ク
こ
ぼ
し
ち
ゃ
だ
め
よ
！

　
　
　
（
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
コ
ー
）

小
学
校
中
学
年

•

と
も
だ
ち
は
、
サ
テ
ィ
ー
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
塚
篤
子
）

•

ち
き
ゅ
う
が
ウ
ン
チ
だ
ら
け
に

　
　
　
　
　
　
　
　

な
ら
な
い
わ
け�

　
　
　
　
　
　
　
（
松
岡
た
つ
ひ
で
）

小
学
校
高
学
年

•

ふ
た
り　
　
　
　
　
（
福
田
隆
浩
）

中
学
校

•

青
空
ロ
ッ
ク　
　
　
（
那
須
田
淳
）

＊�

課
題
図
書
の
貸
出
期
間
は
一
週
間

で
す
。

今
月
の
新
刊

村
・
府
民
税
第
４
期
分
の
納
期
限
は
12
月
28
日（
金
）で
す
。
第
１
期
か
ら
３
期
ま
で
の
未
納

の
税
金
が
あ
れ
ば
併
せ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

　

税
金
は
期
限
内
に
納
税
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
村
・
府
民
税
１
期
分
、
固
定
資
産
税
１
期
分
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
未
納
が
あ
る
場
合
は
、
併
せ
て
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

固
定
資
産
税
２
期
分
の

納
税
は
７
月
31
日
ま
で
に
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地域子育て支援センターの催し
　地域子育て支援センターは、村内で子育てをする人たちをさまざまな取り組みで応援する施設です。専任の保育士が常
駐していますので気軽に遊びに来てください。

〈予約・問い合わせ〉地域子育て支援センター ai ♡げんき（げんき保育園内）☎�7868

催
　
　
し

千
早
赤
阪
村
ふ
れ
あ
い
展
・

コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　

千
早
赤
阪
村
ふ
れ
あ
い
展
・
コ
ン

サ
ー
ト
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
出
展
・
出
演
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
後
日
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

〇
ふ
れ
あ
い
展

日
程　

10
月
25
日（
土
）・
26
日（
日
）

〇
コ
ン
サ
ー
ト

日
程　

10
月
26
日（
日
）

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

�

村
ふ
れ
あ
い
展
・
コ
ン
サ
ー
ト
実

行
委
員
会
事
務
局
（
教
育
課
内
）

　

☎
�
１
３
０
０

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
自
然
学
習
会

　

自
然
と
ふ
れ
あ
う
生
物
観
察
会
に

親
子
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

８
月
６
日（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

※�

小
雨
決
行
、
雨
天
ま
た
は
河
川
増

水
時
は
中
止

場
所　

石
川
上
流
、
滝
畑

内
容　

水
生
生
物
の
観
察
体
験

費
用　

無
料

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
弁
当
、
着
替

え
な
ど

交
通　

河
内
長
野
駅
よ
り
臨
時
送
迎

バ
ス
あ
り

受
付　

７
月
25
日（
金
）ま
で

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
（
環
境
衛
生
）

　

☎
�
０
０
８
１

　
（
内
線
３
１
１
・
３
１
４
）

募
　
　
集

「
下
赤
阪
の
棚
田
の
歌
」募
集

　
「
日
本
の
棚
田
百
選
」
選
定
15
年

を
機
に
、
下
赤
阪
の
棚
田
を
テ
ー
マ

に
し
た
歌
の
歌
詞
を
募
集
し
ま
す
。

最
優
秀
作
品
に
は
曲
を
つ
け
「
金
剛

山
の
里 

棚
田
夢
灯
り
＆
収
穫
祭
２

０
１
４
」
で
披
露
し
、
以
後
村
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

応
募
資
格　

①
村
在
住
在
勤
の
人
。

②�

村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
（
過
去
に

村
在
住
在
勤
在
学
し
て
い
た
人
）。

③�

①
②
の
人
が
半
数
以
上
の
グ
ル
ー

プ
。

募
集
概
要　

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

ま
た
は
地
域
振
興
課
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

応
募
方
法　

Ａ
４
版
の
任
意
の
用
紙

に
、
作
品
と
必
要
事
項
を
明
記
し
、

村
地
域
振
興
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

８
月
20
日（
水
）必
着

選
考
方
法　
「
金
剛
山
の
里
棚
田
夢

灯
り
＆
収
穫
祭
２
０
１
４
」
実
行
委

員
会
で
選
考
。

〈
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

地
域
振
興
課

〈７月の予定〉（開室日時：月～金曜日（祝日は休み）　午前９時～午後３時）
日・曜日 時　　間 場　　所 内　　容

２ 水 10時～

地域子育て支援センター

じゃがいも掘り
３ 木 10時～11時 七夕の集い
８ 火 10時～ 音感リトミック
９ 水 ★ 10時30分～11時 英語あそび・発育測定
15 火 10時～ 地域子育て支援センター 混色あそび

16 水 ★ ９時～11時45分予定 赤峰公園 バスでおでかけ
（費用：バス代200円）

23 水 ★ 10時～10時30分 地域子育て支援センター げんき親子体操
24 木 10時～11時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）
30 水 10時～ 地域子育て支援センター 屋上プールあそび（雨天中止）
31 木 10時～11時 小吹台第１ちびっこ広場 ニコニコタイム（雨天中止）

今月の一押し　�　七夕の集い　�保育園の１階保育室で、七夕の集いを行います。当日は民生委員も参加し、歌や子どもたちの発表、出し物を楽し
みます。

のびのびげんきひろば
　自由に遊んだり、自由におしゃべりしたりして、親子でのび
のびしましょう。
日時　毎週月曜日（祝日などの場合は翌日の火曜日）
　　　午前10時～11時30分
場所　保健センター３階集団指導室

げんき広場（自由来園）
　自由に親子で遊びながら、お友達と交流しましょう。
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後３時

園庭開放
　園庭で自由に遊びましょう。
日時　毎週金曜日　午前９時～正午

子育て育児相談
•電話相談（毎週月～金曜日）午前９時～午後３時
•面接相談★

備考　�★マークは、事前に電話予約が必要です。催しで費用の記載のないものは無料です。雨天の場合や講師などの都合で活動が
中止または変更となる場合があります。詳しくは、ホームページや窓口にある『地域子育て支援センター ai ♡げんきだより』
をご覧ください。
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衛
　
　
生

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
ご
注
意

　

大
阪
府
と
市
町
村
で
は
、
７
月
20

日（
日
）か
ら
８
月
31
日（
日
）ま
で
を

「
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
等
対
策
月
間
」

と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
ど
こ
で
も
見
か
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
咬
こ
う
し
ょ
う傷

事
故

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ク
モ
は
強
い
毒
を
も
っ
て
い

ま
す
が
、
突
か
れ
る
と
驚
い
て
死
ん

だ
ま
ね
を
す
る
な
ど
、
攻
撃
性
は
低

く
、比
較
的
お
と
な
し
い
ク
モ
で
す
。

　

全
体
に
黒
く
背
に
赤
色
の
帯
状
の

模
様
が
あ
り
、
気
候
が
暖
か
く
な
る

と
活
動
が
活
発
に
な
り
ま
す
。

体
長　

メ
ス　

約
10
～
14
㎜

　
　
　

オ
ス　

約
2.5
～
３
㎜

対
処
の
心
得

①
見
か
け
た
ら

•
�

殺
虫
剤
な
ど
で
駆
除
し
、
素
手
で

絶
対
触
ら
な
い

②
注
意
す
る
場
所

•
�

花
檀
ま
わ
り
や
公
園
内
の
ブ
ロ
ッ

ク
の
隙
間

•

墓
石
の
隙
間
や
排
水
溝
の
蓋
の
裏

•
�

自
動
販
売
機
、
ク
ー
ラ
ー
の
室
外

機
の
裏（
暖
か
く
巣
を
張
る
隙
間
）

③
も
し
噛
ま
れ
た
ら

•
�

す
ぐ
水
で
洗
い
、
で
き
る
だ
け
早

く
病
院
で
治
療
す
る
（
噛
ん
だ
ク

モ
は
殺
し
て
病
院
に
持
参
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉住
民
課（
環
境
衛
生
）

＊個別検診は、必ず事前に健康福祉課への申し込みが必要です。
＊申し込みされた人には保健センターから受診票などを送付します。
〈予約・申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（健康）☎720069（直通）・720081（代表）

平成26年度　がん検診のお知らせ
★７・８月分は４月から、９・10月分は６月から申込受付を開始しています。
【集団検診】実施場所：保健センター　※定員になり次第締め切ります。

日曜日検診もあります！

＊検診は、すべて予約制となります。
＊検診日当日に各検診の対象年齢に達していない人は受診できません。
＊予約をされた人には検診日の約２週間前に予約票等詳しい案内を送ります。
＊検診日に介助の必要な人は相談ください。
＊負担していただく受診料はいずれも検査料金の２割５分程度です。当日受付で支払ってください。
　（生活保護世帯の人は受診料が免除されます。健康福祉課へ事前に申し出てください）

【個別検診】実施場所：村指定医療機関（富田林医師会管内産婦人科）

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

・
肺
が
ん
・
結
核
検
診

検 診 日 ７月13日（日）・17日（木）・９月11日（木）・10月３日（金）・26日（日）の午前  
当 日 受 付 時 間 午前８時30分～11時
対 　 　 象 受診日現在40歳以上の人
受診できる回数 年度に１回
定  　  員 各50人

内   　 容 〈胃がん〉問診・Ｘ線間接撮影　　〈大腸がん〉問診・便潜血検査
〈肺がん・結核〉問診・胸部Ｘ線直接撮影・（喀痰検査は必要者のみ実施）

受  診  料 〈胃がん〉1,000円　　　　　　　　〈大腸がん〉300円
〈肺がん ･結核〉600円（肺がん喀痰検査別途500円：喀痰提出時徴収）

※大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られない場合は必ず相談ください。

乳
が
ん
検
診

検  診  日 ８月５日（火）・９月７日（日）・10月16日（木）の午前

当 日 受 付 時 間

〈40歳代〉午前９時30分　　〈50歳以上〉午前10時・10時30分・11時
※９月７日（日）のみ午後あり
　（〈40歳代〉午後12時45分〈50歳以上〉午後１時15分・１時45分・２時15分）
※時間帯予約制です。

対 　 　 象

受診日現在、40歳以上の和暦で奇数年生まれの人
（ただし、偶数年生まれでも昨年度受診していない人は受診できます）
※次の人は乳がん検診対象外です。主治医に相談の上、医療機関で受診してください。
　•39歳以下の人　•妊娠中または妊娠の可能性のある人　•授乳中の人
　•心臓ペースメーカーを装着している人　•豊胸術をしている人

定 　   員 〈40歳代〉７人　　〈50歳以上〉22人
内 容 問診 ･視触診 ･マンモグラフィ検査（40歳代は２方向、50歳以上は１方向撮影）
受  診  料 1,100円
受診できる回数 ２年（年度）に１回

子
宮
頸
が
ん
検
診

検  診  日 ８月５日（火）・10月16日（木）の午後
当 日 受 付 時 間 午後１時30分～３時

対 　 　 象 受診日現在、20歳以上の和暦で奇数年生まれの人
（ただし、偶数年生まれでも昨年度受診していない人は受診できます）

受診できる回数 ２年（年度）に１回
定 　   員 各27人
内 　   容 問診・内診・子宮頸部細胞診（子宮体部細胞診は実施しません）
受  診  料 1,000円

乳
・
子
宮
頸
が
ん

セ
ッ
ト
検
診

検  診  日 ８月５日（火）・10月16日（木）の午後

当 日 受 付 時 間 〈40歳代〉午後12時45分　　〈50歳以上〉午後１時15分・１時45分・２時15分
※時間帯予約制です。

定 　 　 員 〈40歳代〉６人　　〈50歳以上〉22人
内　容・対　象 上記参照
受  診  料 2,100円

子
宮
頸
が
ん
検
診

検 診 実 施 期 間 ５月１日（木）～平成27年２月28日（土）まで

対 　 　 象 受診日現在、20歳以上の和暦で奇数年生まれの人
（ただし、偶数年生まれでも昨年度受診していない人は受診できます）

受診できる回数 ２年（年度）に１回
内 　   容 問診・内診・子宮頸部細胞診・（子宮体部細胞診は必要者のみ実施可能）
受  診  料 1,000円

1

村
・
府
民
税
第
４
期
分
の
納
期
限
は
12
月
28
日（
金
）で
す
。
第
１
期
か
ら
３
期
ま
で
の
未
納

の
税
金
が
あ
れ
ば
併
せ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

村
で
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
、
今
日
の
平
和
の
尊
さ
を
改
め
て
考
え
る
機
会
と
し
て
、
大
阪
空
襲
の
写
真
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

期
間　

８
月
２
日（
土
）～
７
日（
木
）
場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
１
階　

ギ
ャ
ラ
リ
ー　

費
用　

無
料
〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

平
和
写
真
パ
ネ
ル
展
開
催
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健
　
　
康

「
今
か
ら
始
め
る
！
健
康
力
up
術
」

参
加
者
募
集

　

健
康
で
い
ら
れ
る
力
を
up（
ア
ッ
プ
）

す
る
た
め
に
、
今
か
ら
始
め
ら
れ
る

食
事
や
運
動
の
秘
術
を
教
え
ま
す
。

★
健
康
的
な
若
さ
キ
ー
プ
術

「
若
さ
キ
ー
プ
の
た
め
の
ヘ
ル
シ
ー

料
理
」〈
実
演
・
試
食
〉

•

豚
こ
ん
の
生
姜
焼
き

•

ね
ば
ね
ば
野
菜
の
り
佃
煮
の
せ

日
時　

７
月
15
日（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

「
若
さ
を
キ
ー
プ
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
術
」〈
運
動
実
技
〉

日
時　

７
月
29
日（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

★
健
康
力
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
術

「
あ
な
た
の
体　

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

術
」〈
運
動
実
技
〉

日
時　

９
月
18
日（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

「
う
ち
の
ご
は
ん　

簡
単
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
術
」〈
調
理
実
習
〉

•

豚
肉
の
香
り
焼
き

•

レ
ン
コ
ン
サ
ラ
ダ
ご
ま
風
味

•

長
芋
と
ト
マ
ト
の
中
華
ス
ー
プ

日
時　

９
月
25
日（
木
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
ご
ろ

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

お
お
む
ね
40
歳
～
65
歳
の
人

定
員　

15
人
（
初
回
の
人
優
先
、
先

着
順
）

け
ん
こ
う
り
ょ
く
ア
ッ
プ

費
用　

初
回
３
０
０
円
（
２
回
目
以

降
の
人
は
１
５
０
円
）

※�

調
理
実
習
日
は
別
途
食
材
費
４
０

０
円
が
必
要
で
す
。

※�

テ
ー
マ
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

※�

参
加
決
定
者
に
は
詳
し
い
内
容
を

後
日
送
付
し
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

薬
物
乱
用
は

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

「
薬
物
乱
用
」
と
は
…

　

医
薬
品
を
そ
の
目
的
か
ら
外
れ
て

使
用
し
た
り
、
医
療
の
目
的
の
な
い

シ
ン
ナ
ー
、
大
麻
な
ど
の
薬
物
を
不

正
に
使
用
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

ま
た
、
た
と
え
１
回
使
用
し
た
だ
け

で
も
乱
用
に
当
た
り
ま
す
。

薬
物
を
乱
用
す
る
と
…

　

シ
ン
ナ
ー
や
覚
せ
い
剤
を
使
い
続

け
て
い
る
と
、
脳
を
は
じ
め
体
の
さ

ま
ざ
ま
な
器
官
に
害
を
及
ぼ
し
、
思

考
力
の
低
下
や
知
覚
の
異
状
、
食
欲

の
減
退
、
歯
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
る
ほ

か
、
内
臓
機
能
や
造
血
機
能
に
障
害

が
現
れ
ま
す
。

　

特
に
成
長
期
の
青
少
年
に
は
、
背

が
伸
び
な
い
、筋
肉
が
衰
え
る
な
ど
、

発
育
を
妨
げ
る
大
き
な
原
因
と
な
り

ま
す
。

　

シ
ン
ナ
ー
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

覚
せ
い
剤
な
ど
薬
物
を
乱
用
す
る
こ

い
っ
た
大
切
な
臓
器
へ
の
血
液
が

減
っ
て
し
ま
う
た
め
、
熱
中
症
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

初
期
の
症
状
は
た
ち
く
ら
み
、
足
な

ど
の
筋
肉
が
急
に
つ
っ
て
痛
む
（
こ

む
ら
返
り
）
な
ど
で
、
さ
ら
に
症
状

が
進
む
と
体
の
だ
る
さ
、
め
ま
い
や

頭
痛
、吐
き
気
な
ど
が
出
現
し
ま
す
。

重
症
に
な
る
と
体
温
が
上
昇
し
、
意

識
が
も
う
ろ
う
と
し
た
り
、
け
い
れ

ん
な
ど
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。
た
と

え
最
初
の
症
状
が
軽
く
て
も
、
適
切

な
治
療
を
行
わ
な
い
と
、
と
き
に
は

分
単
位
で
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
、

十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

　

熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
人
を
見
つ
け

た
ら
す
ぐ
に
涼
し
い
場
所
に
移
動
さ

せ
、衣
類
や
靴
を
な
る
べ
く
脱
が
せ
、

扇
風
機
や
う
ち
わ
の
風
を
当
て
て
体

を
冷
や
す
よ
う
に
し
ま
す
。
口
か
ら

飲
め
る
よ
う
な
ら
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン

ク
な
ど
塩
分
を
含
む
冷
た
い
飲
み
物

を
こ
ま
め
に
、
で
き
る
だ
け
多
く
飲

ま
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
こ
れ
で
も

症
状
が
よ
く
な
ら
な
い
場
合
は
念
の

た
め
医
療
機
関
へ
の
受
診
を
勧
め
ま

す
。
最
初
か
ら
意
識
が
も
う
ろ
う
と

し
て
い
る
、
口
か
ら
水
分
が
摂
れ
な

い
、
わ
き
の
下
の
体
温
が
38
℃
以
上

あ
る
場
合
は
重
症
の
可
能
性
が
高
い

の
で
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
、
到
着

す
る
ま
で
の
間
、
体
を
冷
や
し
続
け

ま
し
ょ
う
。

　

熱
中
症
を
予
防
す
る
に
は
ず
ば
り

「
暑
い
」
環
境
を
避
け
る
こ
と
、
ど

う
し
て
も
暑
い
と
こ
ろ
で
作
業
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
時
は
前
後
に
水
分

を
し
っ
か
り
摂
り
、
な
る
べ
く
短
時

間
で
切
り
上
げ
て
涼
し
い
場
所
で
の

休
憩
を
入
れ
る
こ
と
で
す
。
暑
さ
が

本
格
的
に
な
る
ま
で
に
少
し
ず
つ
作

業
時
間
を
増
や
し
、
体
を
慣
ら
す
こ

と
も
大
切
で
す
。
た
だ
し
こ
の
場
合

は
常
に
体
調
の
変
化
に
気
を
つ
け
、

く
れ
ぐ
れ
も
無
理
の
な
い
範
囲
で
し

ま
し
ょ
う
。

　

最
近
特
に
増
え
て
い
る
の
が
高
齢

者
の
熱
中
症
で
す
。
一
般
に
高
齢
に

な
る
と
暑
さ
や
の
ど
の
渇
き
を
あ
ま

り
感
じ
な
く
な
り
、
ク
ー
ラ
ー
が
苦

手
な
人
が
増
え
ま
す
。
ま
た
加
齢
に

と
も
な
い
高
血
圧
や
心
臓
病
な
ど
の

持
病
が
あ
る
こ
と
も
多
く
、
体
温
調

節
す
る
こ
と
が
も
と
も
と
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
室
内
で

過
ご
す
場
合
、
室
温
28
℃
以
下
、
湿

度
60
％
以
下
を
目
安
に
、
ク
ー
ラ
ー

な
ど
を
上
手
に
利
用
し
て
も
ら
う
よ

う
、
周
り
の
人
も
少
し
お
せ
っ
か
い

を
や
い
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

千
早
赤
阪
村
国
保
診
療
所

　
　
　
　
　
　

医
師　

大
澤　
佳
代

　

気
温
が
上
昇
す
る
夏
、
毎
年

ニ
ュ
ー
ス
を
に
ぎ
わ
す
話
題
と
い
え

ば
「
熱
中
症
」
で
す
。
地
球
温
暖
化

に
よ
り
年
々
夏
の
気
温
は
上
昇
し
て

お
り
、
屋
外
で
仕
事
や
ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
人
だ
け
で
は
な
く
、
時
に
は
屋

内
に
い
る
人
で
も
起
こ
る
意
外
に
怖

い
病
気
で
す
。
重
症
の
熱
中
症
に
な

る
と
死
亡
率
が
約
30
％
と
も
い
わ
れ

て
お
り
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
対
策
法

を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
こ
の
季
節
に

は
と
て
も
大
切
で
す
。

　

人
間
の
体
に
は
体
温
を
一
定
に
保

つ
仕
組
み
が
常
に
働
い
て
い
ま
す
。

周
囲
の
気
温
が
上
昇
す
る
と
体
を
冷

や
す
た
め
に
皮
ふ
へ
た
く
さ
ん
の
血

液
が
送
ら
れ
、
皮
ふ
の
表
面
で
直
接

ま
わ
り
の
空
気
に
熱
を
逃
が
し
た
り
、

あ
る
い
は
汗
を
た
く
さ
ん
か
き
、
そ

の
汗
が
乾
く
と
き
に
熱
を
逃
が
す
な

ど
し
て
体
温
が
上
昇
し
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
気
温
が
高
く
、
さ
ら

に
風
も
な
く
湿
度
も
高
い
状
況
だ
と

こ
の
働
き
が
う
ま
く
い
か
ず
、
熱
中

症
を
引
き
起
こ
す
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

大
量
の
汗
で
体
の
水
分
や
塩
分
が

失
わ
れ
、
さ
ら
に
皮
ふ
に
優
先
的
に

血
液
が
流
れ
て
脳
や
腎
臓
、
胃
腸
と

『
熱
中
症
』

　
　
～
夏
は
誰
も
が
ご
用
心
～
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と
は
犯
罪
で
あ
り
、
厳
し
く
罰
せ
ら

れ
ま
す
。

薬
物
乱
用
を
防
ぐ
に
は
…

　

ど
ん
な
誘
い
に
あ
っ
て
も
「
私
は

ゼ
ッ
タ
イ
使
わ
な
い
」
と
断
る
勇
気

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
「
１
回
だ
け
な
ら
大
丈
夫
、
い
つ

で
も
や
め
ら
れ
る
」
と
い
う
甘
い
考

え
は
危
険
で
す
。

　

た
っ
た
１
回
の
つ
も
り
で
も
シ
ン

ナ
ー
や
覚
せ
い
剤
は
自
分
で
や
め
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

薬
物
の
害
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し

ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉健
康
福
祉
課（
健
康
）

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
お
知
ら
せ

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
症
状
が
現
れ

に
く
く
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
肝
硬

変
や
肝
臓
が
ん
へ
と
進
行
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
検
診
を

受
け
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。　

検
診
実
施
期
間　

平
成
27
年
３
月
31

日（
火
）ま
で

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

場
所　

次
の
委
託
医
療
機
関

•
�

村
国
保
診
療
所（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

•

村
国
保
千
早
診
療
所

•

や
す
ら
ぎ
会　

植
田
診
療
所

対
象　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

①�

平
成
26
年
度
中
に
満
40
歳
と
な
る

人　
②�

平
成
26
年
度
中
に
満
41
歳
以
上
で

過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
相

当
す
る
検
診
を
受
け
た
事
が
な
い

人
③�

平
成
26
年
度
の
特
定
健
診
な
ど
に

お
い
て
肝
機
能
検
査
に
異
常
が
あ

る
人　
　
　
　

内
容　

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

　
　
　

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

受
診
料　

５
０
０
円
（
平
成
26
年
４

月
１
日
現
在
70
歳
の
人
は
無
料
）

※�

生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
人
は
、
受
診
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。
事
前
に
保
健
セ
ン

タ
ー
１
階
健
康
福
祉
課
へ
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

平
成
27
年
３
月
20
日

（
金
）ま
で

受
診
方
法　

申
し
込
み
を
し
た
人
に

は
、
受
診
券
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

そ
の
後
、
委
託
医
療
機
関
へ
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
26
年
４

月
１
日
現
在
40
歳
の
人
に
は
、
４
月

末
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
案
内
と

と
も
に
受
診
券
と
問
診
票
を
個
別
郵

送
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

成
人
歯
科
健
康
診
査

健
診
実
施
期
間　

平
成
27
年
3
月
31

日（
火
）ま
で

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

場
所　

村
指
定
医
療
機
関
（
富
田
林

歯
科
医
師
会
管
内
）

対
象　

平
成
26
年
４
月
１
日
現
在

40･

50･

60･

70
歳
の
人

内
容　

問
診･

口
腔
内
診
査･

結
果

説
明

受
診
料　

無
料

申
込
期
間　

平
成
27
年
３
月
20
日

（
金
）ま
で

受
診
方
法　

申
し
込
み
を
し
た
人
に

は
、
受
診
券
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

そ
の
後
、
歯
科
医
院
に
電
話
で
予
約

し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉　

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

そ
の
他
の

　
お
知
ら
せ

夏
休
み
の
ク
ー
ル
＆
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
～
滝
畑
ダ
ム
探
検
～

　

夏
休
み
、
家
族
で
滝
畑
ダ
ム
探
検

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

滝
畑
ダ
ム
で
は
、
こ
の
夏
、
日
ご

ろ
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
監か
ん

査さ

廊ろ
う

」
の
中
の
探
検
、「
磨ま

崖が
い
ぶ
つ仏
」

の
見
学
な
ど
を
体
験
し
て
い
た
だ
く

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

ダ
ム
コ
ン
ク
リ
ー
ト
堤
防
の
中
に

設
置
し
た
管
理
用
通
路
で
あ
る
「
監

査
廊
」
の
中
は
盛
夏
で
も
20
度
を
超

え
る
こ
と
が
な
い
ク
ー
ル
・
ス
ポ
ッ

ト
で
す
。

　

今
回
は
、こ
の
涼
し
い
「
監
査
廊
」

を
探
検
し
、
地
域
の
歴
史
資
源
で
あ

る
「
磨
崖
仏
」
の
見
学
と
合
わ
せ
て
、

ダ
ム
の
役
割
を
学
習
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。

　

ま
た
、
参
加
者
に
は
、
ダ
ム
カ
ー

ド
な
ど
の
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。ぜ
ひ
家
族
で
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程　

７
月
30
日（
水
）・
31
日（
木
）・

８
月
７
日（
木
）・
８
日（
金
）・
９
日

（
土
）・
10
日（
日
）・
23
日（
土
）・
24

日（
日
）・
25
日（
月
）・
26
日（
火
）計

10
回

時
間　

各
日
と
も
午
後
12
時
30
分
～

定
員　

各
日
25
人
（
要
事
前
予
約
、

先
着
順
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

�

大
阪
府
南
河
内
農
と
緑
の
総
合
事

務
所　

滝
畑
ダ
ム
分
室

　

�

☎
�
３
６
７
２
（
平
日
午
前
９
時

～
午
後
５
時
30
分
）

　

�http://w
w
w
.pref.osaka.lg.jp/

m
inam

ikaw
achinm

/m
_

index/t_takihatacool.htm
l

※�

『
滝
畑
ダ
ム
探
検
』
で
検
索
し
て

く
だ
さ
い
。

ラ・フ
ォ
レ
ス
タ　

イ
ベ
ン
ト
情
報

場
所　

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

　

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ

〇
ガ
ラ
ス
展

日
程　

７
月
４
日（
金
）～
８
月
31
日

（
日
）

内
容　

地
元
の
ガ
ラ
ス
作
家
・
高
畑

眞
佐
子
さ
ん
の
作
品
展
を
開
催
し
ま

す
。

〇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

受
付　

７
月
７
日（
月
）午
前
10
時
～

•

陶
芸
教
室
ビ
ア
マ
グ
づ
く
り

日
程　

７
月
13
日（
日
）

定
員　

10
人

費
用　

２
２
０
０
円

•

と
ん
ぼ
玉
ア
ク
セ
サ
リ
ー
づ
く
り

日
程　

７
月
27
日（
日
）

定
員　

10
人

費
用　

３
５
０
０
円

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

ラ・フ
ォ
レ
ス
タ　

☎
�
０
０
９
０

　

http://w
w
w
.sinrin.org/foresta/

～
第
９
回
千
早
地
区
手
づ
く
り

「
技
業
展
」～

　

ま
ち
の
元
気
を
取
り
戻
そ
う
と
始

ま
っ
た
技
業
展
。
今
で
は
約
60
店
も

の
、
個
人
の
手
づ
く
り
作
品
の
販
売

や
実
演
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時

•
�

７
月
19
日（
土
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

•
�

７
月
20
日（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　

多
聞
尚
学
館
（
教
室
、
体
育

館
、
運
動
場
）

※
駐
車
場
あ
り

内
容　

陶
芸
、彫
刻
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

ア
ー
ト
、
そ
ば
作
り
体
験
、
各
種
手

づ
く
り
作
品　

な
ど

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

千
早
地
区
技
業
展
実
行
委
員
会

　

�（
大
西
）
☎
０
９
０（
３
７
２
４
）

７
３
６
１

わ
ざ
わ
ざ
て
ん

•

村
国
保
診
療
所　

水
分
１
９
５-

１
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
�
０
０
３
８　

午
前
診
（
月
）～（
金
）
午
前
９
時
～
正
午　

午
後
診
（
火
・
金
）
午
後
４
時
30
分
～
６
時
30
分

•

村
国
保
千
早
診
療
所　

千
早
１
８
４-

１　

☎
�
０
２
４
０　

午
後
診
（
火
・
金
）
午
後
２
時
～
４
時

村
国
保
診
療
所
の
診
療
時
間
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社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

献
血
に
ご
協
力
を
!!

　

医
療
機
関
で
は
、
毎
日
一
定
量
の

新
鮮
な
輸
血
用
血
液
を
必
要
と
し
て

い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
生
命
を
守
る

の
は
、
献
血
か
ら
生
ま
れ
る
愛
の
贈

り
物
。
あ
な
た
の
勇
気
が
大
き
な
力

と
な
っ
て
人
の
命
を
救
い
ま
す
。

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程　

７
月
８
日（
火
）

◎
小
吹
台
連
絡
所
前

　

午
前
10
時
～
11
時
45
分

◎
村
保
健
セ
ン
タ
ー
前

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

寄　
　

付

　

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
田
中　

博
（
中
津
原
35
番
地
）

　

５
万
円

　

亡
母　

登
貴
子
氏
の
供
養
と
し
て

ふ
れ
あ
い
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
事
業

　

障
が
い
者
（
児
）
や
家
族
の
皆
さ

ん
、他
の
参
加
者
と
の
交
流
を
深
め
、

楽
し
く
一
日
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

日
時　

８
月
９
日（
土
）

　
　
　

正
午
～
午
後
５
時
30
分

集
合
場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
駐
車

場開
催
場
所　

京
セ
ラ
ド
ー
ム
（
大
阪

市
西
区
）

対
象　

障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の

人
お
よ
び
家
族
の
人

内
容　

野
球
観
戦
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
（
車
中
）

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

〈
問
い
合
わ
せ
〉
千
早
赤
阪
村
社
会

　

福
祉
協
議
会　

☎
�
０
２
９
４

楠
公
史
跡
保
存
会
か
ら
お
知
ら
せ

〇
楠
公
史
跡
の
清
掃
作
業

　

毎
年
恒
例
の「
史
跡
等
の
草
刈
り
・

清
掃
奉
仕
」
を
行
い
ま
す
。

日
時　

７
月
５
日（
土
）午
前
７
時
～

※�

小
雨
決
行
（
大
雨
の
と
き
は
６
日

（
日
）に
変
更
）

〇�

講
演
会
「
楠
木
氏
と
氏
神
建
水
分

神
社
」

日
時　

７
月
19
日（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　

村
立
郷
土
資
料
館

定
員　

20
人

費
用　

５
０
０
円
（
入
館
料
含
む
）

講
師　

岡
山　

博
美
氏
（
水
分
神
社

禰
宜
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

�（
一
社
）
千
早
赤
阪
楠
公
史
跡
保

存
会　

☎
�
１
５
８
８

自
衛
官
募
集〈
パ
イ
ロ
ッ
ト
・

ハ
イ
テ
ク
技
術
に
挑
戦
〉

〇
航
空
学
生

•
�

各
種
航
空
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
養

成

•

６
年
後
に
幹
部
に
任
官

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る
高
卒（
見
込
含
）

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者

受
付
期
間　

８
月
１
日（
金
）～
９
月
９
日（
火
）

〇
一
般
曹
候
補
生

•

小
部
隊
指
揮
官
の
養
成

•
�

配
置
に
よ
り
航
空
機
整
備
、電
計
、

通
信
等
技
術
資
格
取
得

•
�

入
隊
後
２
年
９
か
月
経
過
以
降
選

考
に
よ
り
３
曹
に
任
官

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る
18

歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

受
付
期
間　

８
月
１
日（
金
）～
９
月
９
日（
火
）

〇
自
衛
官
候
補
生

所
用
の
教
育
を
経
て
、
３
か
月
後
に

２
等
陸
・
海
・
空
士
に
任
用

応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

受
付
期
間

•

男
子　

随
時

•
�

女
子　

８
月
１
日（
金
）～
９
月
９

日（
火
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

自
衛
隊
大
阪
地
方
協
力
本
部

　

富
田
林
地
域
事
務
所

　

☎
㉔
３
７
９
９　
　

㉔
３
９
９
９

ご
み
・
し
尿
の
処
理
施
設
の

見
学
者
を
募
集

　

南
河
内
環
境
事
業
組
合
で
は
、
ご

み
・
し
尿
の
処
理
施
設
の
見
学
者
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

処
理
施
設
を
見
学
さ
れ
ま
す
と
、

ご
み
・
し
尿
処
理
の
流
れ
を
理
解
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

当
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、

い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、
実
際
に
工

場
を
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、『
環
境
ふ
れ
あ
い
見
学
会
』

と
称
し
て
、
20
人
か
ら
25
人
程
度
の

団
体
に
つ
い
て
は
、
バ
ス
に
て
送
迎

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
こ
の
場
合

の
受
付
期
間
は
７
月
31
日（
木
）ま
で
、

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
南
河
内
環
境
事
業
組

　

合
総
務
企
画
課　

☎
㉝
６
５
８
４

　

�http://w
w
w
.m
inam

ikaw
achi-

kankyo.or.jp

富
田
林
病
院
職
業
体
験

「
と
ん
と
ん
キ
ッ
ズ
探
検
隊
」

日
時　

８
月
16
日（
土
）

•

午
前
９
時
～
正
午

•

午
後
２
時
～
５
時

※
２
回
開
催

場
所　

富
田
林
病
院

対
象　

初
め
て
参
加
す
る
千
早
赤
阪

村
、
富
田
林
市
、
河
南
町
、
太
子
町

在
住
の
小
学
生

※
小
学
１
・
２
年
生
は
保
護
者
同
伴

内
容　

普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

手
術
室
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
な
ど
の
裏

側
を
見
な
が
ら
職
業
体
験
が
で
き
ま

す
。

定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

受
付　

７
月
11
日（
金
）
午
後
５
時

ま
で

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
病
院
総
務
課

　

☎
㉙
１
１
２
１

司
法
書
士
に
よ
る
相
続
・

遺
言
・
登
記
相
談

日
時　

８
月
２
日（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時（
予
約
不
用
）

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
階
第

１
・
２
会
議
室

相
談
で
き
る
内
容

相
続
、
遺
言
、
登
記
な
ど

相
談
時
間　

一
人
30
分
（
程
度
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
司
法
書
士
会
堺
支
部

　
（
相
談
事
業
担
当　

松
本
事
務
所
）

　

☎
０
７
２（
２
２
１
）５
３
０
０

行
政
書
士
無
料
相
談（
予
約
制
）

日
時　

７
月
26
日（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　

河
内
長
野
市
立
文
化
会
館

（
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル
）
２
階

相
談
で
き
る
内
容　

相
続
・
遺
言
、

成
年
後
見
制
度
、
交
通
事
故
、
法
人

設
立
、
契
約
・
内
容
証
明
、
各
種
許
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～
副
村
長
に
𠮷
田
氏
を
選
任
～

特
別
職
人
事

認
可
制
度
な
ど

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　
�

大
阪
府
行
政
書
士
会
南
大
阪
支
部

山
下　

☎
�
８
０
１
６

富
田
林
市
火
災
予
防
条
例
が

一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
25
年
８
月
15
日
京
都
府
福
知

山
市
に
お
い
て
、
多
数
の
死
傷
者
が

出
た
花
火
大
会
の
事
故
を
教
訓
に
、

同
じ
よ
う
な
事
故
を
防
止
す
る
た
め

に
次
の
事
項
に
つ
い
て
火
災
予
防
条

例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

消
火
器
の
準
備

　

祭
礼
、
縁
日
、
花
火
大
会
な
ど
多

数
の
者
が
集
合
す
る
催
し
に
お
い
て
、

火
気
器
具
な
ど
を
使
用
す
る
場
合
は
、

露
店
な
ど
の
開
設
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
消
火
器
の
準
備
を
し
た
上
で

使
用
す
る
こ
と
。

露
店
な
ど
の
開
設
届
出

　

祭
礼
、
縁
日
、
花
火
大
会
な
ど
多

数
の
者
が
集
合
す
る
催
し
に
お
い
て

露
店
な
ど
を
開
設
す
る
場
合
は
事
前

に
消
防
機
関
に
届
け
出
る
こ
と
。

　

た
だ
し
、
集
ま
る
者
の
範
囲
が
個

人
的
な
つ
な
が
り
に
留
ま
る
場
合

（
例
え
ば
、
近
親
者
に
よ
る
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
、
幼
稚
園
で
父
母
が
主
催
す

る
も
ち
つ
き
大
会
な
ど
、
相
互
に
面

識
が
あ
る
者
が
参
加
す
る
催
し
の
場

合
）
は
、
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

指
定
催
し
の
防
火
管
理

　

祭
礼
、
縁
日
、
花
火
大
会
な
ど
多

数
の
者
が
集
合
す
る
屋
外
で
の
大
規

模
な
催
し
を
主
催
す
る
者
は
、
防
火

担
当
者
を
定
め
、
火
災
予
防
上
必
要

な
業
務
に
関
す
る
計
画
を
作
成
す
る

こ
と
。
ま
た
、
原
則
と
し
て
催
し
を

開
催
す
る
日
の
14
日
前
ま
で
に
そ
の

計
画
を
消
防
機
関
に
提
出
す
る
こ
と
。

罰
則

　

火
災
予
防
上
必
要
な
業
務
に
関
す

る
計
画
を
提
出
し
な
か
っ
た
者
に
対

し
、
罰
則
を
科
す
こ
と
。

　

以
上
が
新
た
に
定
め
ら
れ
、
４
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
市
消
防
本

　

部
予
防
課　

☎
㉕
７
４
０
０

防
火
管
理
者
資
格
取
得

講
習
会
の
ご
案
内

　

消
防
法
の
規
定
に
よ
り
、
一
定
規

模
以
上
の
建
物
に
は
防
火
管
理
者
を

選
任
し
、
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務

を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

富
田
林
市
消
防
本
部
で
は
、
こ
の

資
格
を
付
与
す
る
た
め
の
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
。

日
時　

８
月
28
日（
木
）・
29
日（
金
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
ご
ろ
（
全
２

日
）

場
所　

富
田
林
市
消
防
本
部

定
員　

80
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
方
法　

７
月
14
日（
月
）～
31
日

（
木
）（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

　

富
田
林
市
消
防
本
部
予
防
課
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
申
し
込
み
不
可

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
市
消
防
本

　

部
予
防
課　

☎
㉕
７
４
０
０

防
火
標
語
を
募
集
し
ま
す

　

富
田
林
市
防
火
協
会
で
は
、
富
田

林
市
消
防
本
部
と
の
共
催
で
防
火
標

語
を
募
集
し
ま
す
。

　

防
火
標
語
の
募
集
は
、
広
く
防
火

意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

啓
発
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
し
ま

す
。

　

最
優
秀
作
品
は
、
火
災
予
防
の
普

及
・
啓
発
に
活
用
し
ま
す
。
防
火
の

ポ
イ
ン
ト
や
手
法
な
ど
を
簡
潔
に
表

現
し
た
、
ざ
ん
新
な
作
品
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
下
旬
に
最
優
秀
作
品
１
点
、

優
秀
作
品
３
点
を
選
考
し
、
入
賞
者

に
は
、
表
彰
状
と
記
念
品
を
授
与
し

ま
す
。

　

な
お
、
前
回
の
標
語
は
、『
こ
の

街
に　

記
録
を
作
ろ
う　

火
災
ゼ
ロ
』

で
す
。

応
募
資
格　

千
早
赤
阪
村
、
富
田
林

市
、
太
子
町
に
在
住
の
人

応
募
方
法　

７
月
１
日（
火
）～
８
月

31
日（
日
）ま
で
に
、
は
が
き
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
標
語
（
20
字
以
内
）、

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
次
の
あ
て
先

ま
で
応
募
く
だ
さ
い
。

〒
５
８
４-

０
０
３
６

富
田
林
市
甲
田
一
丁
目
７
番
１
号　

富
田
林
市
消
防
本
部
内
防
火
協
会
事

務
局

E-m
ail

yobou@
city.tondabayashi.lg.jp

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

�

富
田
林
市
防
火
協
会
事
務
局（
富
田

林
市
消
防
本
部
内　
☎
㉕
７
４
０
０

第
３
回
千
早
赤
阪
村
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　

９
月
21
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　

楠
公
誕
生
地
前
広
場

※
入
場
料
・
駐
車
場
は
無
料
で
す
。

※
雨
天
決
行

出
店
募
集　

区
画
数　

50
区
画
（
先
着
順
）

区
画
の
大
き
さ　

３
ｍ
×
２
ｍ

費
用　

一
区
画
に
つ
き
２
千
円
（
当

日
、
現
金
支
払
い
）

申
込
期
間　

８
月
１
日（
金
）～
９
月

15
日（
祝
）

申
込
方
法　

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先

（
携
帯
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス)

を
記
載
の
上
、
事
務
局
ま
で
メ
ー
ル

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
理
お
よ

び
参
加
要
項
な
ど
に
つ
い
て
は
返
信

連
絡
し
ま
す
。

※�

メ
ー
ル
申
し
込
み
が
不
可
の
場
合

は
電
話
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�
当
日
の
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま

せ
ん
。

ス
タ
ッ
フ
募
集

　

事
務
局
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
当
日
ま
で
の
準
備
、
開
催
、

運
営
を
一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か
？

　

興
味
の
あ
る
人
は
事
務
局
ま
で
連

絡
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
事
務
局

　

�

Ｃ
・
Ａ
・
Ｖ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
代
表　

小
早
川　

勝
哉

　

☎
０
９
０（
９
９
９
９
）０
６
１
８

　

E-m
ail　

　

o-ta.kano@
ezw
eb.ne.jp

　

任
期
満
了
に
よ
る
松
山
敏
行

氏
の
副
村
長
退
職
に
伴
い
、
６

月
19
日
に
行
わ
れ
た
定
例
村
議

会
で
𠮷
田
裕
彦
氏
（
53
歳
）
の

副
村
長
選
任
議
案
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

　

𠮷
田
氏
は
、
昭
和
53
年
に
大

阪
府
職
員
と
な
り
、
総
務
部
市

町
村
課
課
長
補
佐
（
羽
曳
野
市

派
遣
）、
政
策
企
画
部
青
少
年
・

地
域
安
全
室
課
長
補
佐
、
同
部

危
機
管
理
室
課
長
補
佐
等
を
経

て
、
６
月
21
日
付
で
千
早
赤
阪

村
副
村
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
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交通安全教室を実施しました
　４月28日に中学校、６月２日に赤阪小学校、６月４日に千早小吹台小学校で、富田林警察署の協力の元、交通安
全教室を実施しました。
　中学校では、自転車の正しい乗り方について、体育館でＤＶＤを見たり、話を聞きました。
　両小学校では、校庭に信号機を設置して、横断歩道の歩き方や、自転車に乗って実習を行いました。
　児童・生徒たちはこの教室を通して交通ルールを学び、交通安全に対する意識を高めることができました。

頑張りました！！

　５月11日、村立テニスコートで春季テニス大会（男
子ダブルス）が６チームの参加により行われました。
優　勝　山内、山内　準優勝　山口、野口
第３位　道籏、中野

● 第31回春季テニス大会 ●● 春季軟式野球大会 ●
　５月11日、18日、村民運動場で春季軟式野球大会が
６チームの参加により行われました。
優　勝　ＥＶＥＳＳＡ　準優勝　オールドマーケッツ
第３位　ブルームーン

ニッセイ緑の財団が森づくり活動をスタート
　５月31日、（公財）ニッセイ緑の財団がアドプトフォレ
スト制度（大阪府が森林所有者と企業などとの仲人になり、
企業などによる森づくりを進める制度）を利用した森づ
くり活動を金剛登山口近くの山林でスタートしました。
　この日は、大阪府森林組合などの協力を得て、合計62
人で手入れが必要なヒノキ林の間伐をしました。交代で
ノコギリを使って伐り倒すのに苦労しましたが、倒れた
ときには大きな歓声が上がりました。間伐材は、登山道
整備のために有効活用し、金剛山周辺の環境改善にも役
立てられます。

▲中学校 ▲赤阪小学校 ▲千早小吹台小学校
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森屋　 中  原 　 夢  乃 さん
＜19歳　みずがめ座＞

YumenoNakahara

近況は・・・
　大阪外語専門学校に通い、エアライン関係の
勉強をしています。
趣味は・・・
　友人とドライブに行ったり、買い物に行った
りすることです。
夢は・・・
　専門学校での勉強を生かし、航空業界で働く
ことです。
最近、楽しいと思ったことは・・・
　地元や高校時代の部活動の友人たちとボウリ
ングに行ったり、遊びに行ったりすることが楽
しいです。
思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・
　星がきれいで、自然がいっぱいなところが好
きです。
次号は・・・
　小学校から同級生の菊井雅也くんです。
菊井くんへメッセージを・・・
　またみんなで遊ぼう！

５歳のときにきょうだい４人で撮った写
真です。左上が私です。

森屋　たなか　ひな　ちゃん
（　田　中　　　日　菜　）

　　　　　　　　　　　　　　平成17年３月４日生まれ

	 たなか　こうき　くん
（　田　中　　　恒　光　）

　　　　　　　　　　　　　　平成20年３月８日生まれ

	 たなか　ゆうな　ちゃん
（　田　中　　　夕　菜　）

　　　　　　　　　　　　　　平成22年６月26日生まれ
３人仲良く元気に育ってね。

　父・亘さん、母・啓子さん

272

わがやのホープわがやのホープわがやのホープわがやのホープ

　
　

短
歌
コ
ー
ナ
ー

せ
せ
ら
ぎ
は
亡
き
父
母
の
呼
ぶ
声
か
木
か
げ
に
汗
を
拭
い
つ
つ
聴
く吉　

岡　

蓁　

子

わ
が
暮
ら
し
変
わ
ら
ぬ
ま
ま
に
五
月
来
て
空
色
の
服
緩
や
か
に
着
る菊　

井　

由
起
子

昨
夜
の
雨
朝
の
光
に
煌
め
い
て
一
つ
ぶ
ご
と
に
虹
を
抱
け
り

松　

田　

美
智
子

小
児
科
の
問
診
表
も
指
タ
ッ
チ
孫
を
抱
き
て
只
見
て
お
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　

條　

ひ　

ろ

古
き
代
の
和
歌
ひ
も
と
け
ば
歌う
た
び
と人
の
き
よ
き
調
べ
に
心
う
る
お
う田　

村　

富
士
子
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

人 の 動 き

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休 日 診 療
内科・歯科

休日診療所　☎㉘1333
富田林市向陽台１－３－38
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 科
富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１－３－36
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 夜 間 救 急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉕1122
午後８時～翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救急安心センターおおさか ＃7119または☎06（6582）7119
24時間対応（１年中）

大 阪 府 小 児 救 急 電 話 相 談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃8000または☎06（6765）3650
午後８時～翌朝８時（１年中）

大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況照会）

☎06（6693）1199
24時間対応（１年中）

「こどもの救急」ホームページ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo－qq.jp/

村国保診療所の診療時間について
•村国保診療所　水分195－１（保健センター内）☎720038
　午前診　（月）～（金）午前９時～正午
　午後診　（火・金）　午後４時30分～６時30分
•村国保千早診療所　千早184－１　☎740240
　午後診　（火・金）　午後２時～４時

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

種　　類 実施日 受付時間 備　　考

富
田
林
保
健
所　

☎
㉓
２
６
８
１

こころの健康相談 予約制 9：30～12：15
13：00～17：00 電話で問い合わせください。

エ イ ズ に
関 す る 相 談

月～金
（祝日除く）

9：30～12：15
13：00～17：00

予約は不要。
電話相談も可能。

血液検査【エイズ・梅毒】
尿 検 査【クラミジア】第1･3水曜日 13：30～14：30

予約は不要で、匿名での検査も可能。
エイズ抗体検査は無料で、そのほか手数料が
必要な場合あり。

血 液 検 査
【肝炎ウィルス検査】 第3水曜日 9：30～10：30 電話で予約必要（先着順、無料）。

血 液 検 査
【風しん抗体検査】

予約制
第1･3火曜日 10：00～11：00

（対象）•妊娠を希望する女性
•妊娠を希望する女性の配偶者
•妊娠している女性の配偶者  

※ 妊娠を希望する女性が未成年でかつ未婚の
場合は保護者同伴のこと

飲用水 ･ 井戸水検査 毎週月曜日
（祝日の場合は翌日） 9：30～11：30 検査手数料が必要。電話で予約必要。

（予約先：藤井寺保健所 検査課☎072-952-6165）
腸 内 細 菌 検 査
寄 生 虫 卵 検 査

毎週月曜日
（祝日の場合は翌日） 9：30～11：30 検査手数料が必要。

医 療 機 関 に
関 す る 相 談

月～金
（祝日除く）

9：30～12：15
13：00～17：00

例えば、「診療において充分な説明がなく不
安」「○○科のある病院を教えて欲しい」など
医療機関に関する相談を受けています。

健
康
福
祉
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
☎
72
０
０
６
９

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

健
診

１歳６か月児健康診査
７月９日㈬

午後１時
～１時10分 平成24年10月～12月生

３歳６か月児健康診査 午後１時45分
～１時55分 平成22年10月～12月生

２ 歳 児 歯 科 健 診

７月18日㈮

午後１時
～１時15分 平成24年４月～６月生

歯 科フォロー 健 診

1歳6か月・2歳フォロー
午後１時45分

～２時 １歳６か月・２歳・３歳６
か月児健診で虫歯になり
やすいと判定された幼児3歳6か月フォロー

午後２時15分
～２時30分

４ か 月 児健康診査
７月23日㈬

午後１時
～１時10分 平成26年２・３月生

１ 歳 児 健 康 診 査 午後１時15分
～１時25分 平成25年６・７月生

広
場

のびのびげんきひろば
（ai♡げんき事業）

７月７日・14日・
28日・８月４日㈪
７月22日㈫

午前10時
～11時30分 就学前の乳幼児と保護者

あ か ち ゃ ん 広 場
（交流会・遊び・相談）

（のびのびげんき広場に併設）
７月22日㈫ 午前10時

～11時30分
０～１歳頃までの乳幼児
と保護者

相
談

無 料 弁 護 士 相 談・
保健師こころの相談 ７月11日㈮

午後２時～
（要予約、1人30分程度）
（プライバシーは守ります）

借金・家庭・労働問題など
法律相談を希望する人
（同日に身体やこころの相
談も行います）

歯 科 衛 生 士による
個 別 歯 科 相 談 ７月22日㈫

午後２時
～３時30分

（要予約）

歯・歯ぐき・入れ歯に関
する相談を希望する人

保健師による健康相談
（電話・来庁） ７月22日㈫ 午前10時～正午

（来庁の場合要予約）
健康・育児・介護など相
談を希望する人

個 別 健 康 栄養相談 ７月25日㈮ 午後１時30分～
（要予約）

食事療法が必要な人、健
康のため食生活を改善し
たい人

　※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

健康審査＆相談など

休日・夜間の医療機関など

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙

	
発

行
／

千
早

赤
阪

村
役

場（
〒

585−
8501大

阪
府

南
河

内
郡

千
早

赤
阪

村
大

字
水

分
180番

地
）	

　
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://w

w
w

.vill.chihayaakasaka.osaka.jp/
	

編
集

／
総

務
課

　
☎

 0721−
72−

0081　
 0721−

72−
1880	

  2014.7 N
o.486

	
E

−
m

ail　
iken@

vill.chihayaakasaka.osaka.jp

も え る ご み
（火・金曜日）

７月１日（火）・
４日（金）・８日（火）
11日（金）・15日（火）
18日（金）・22日（火）
25日（金）・29日（火）
８月１日（金）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

７月２日（水）
８月６日（水）

プラスチック製容器包装
（第２・４木曜日）

７月10日（木）
　　24日（木）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日） ７月17日（木）

空カン・空ビン
（第４水曜日） ７月23日（水）

各地区ミゼット車 ７月17日（木）予定

森屋、水分、川野辺、二河原辺
桐山、小吹、吉年 ７月29日（火）予定

千早、東阪、中津原 ７月30日（水）予定

心配ごと ７月３日（木）・８月７日（木）

児　　童 ７月３日（木）・８月７日（木）

行　　政 ７月３日（木）・８月７日（木）

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時〜午後５時
住民課
（※河南町・太子町役場でも相談でき
ます。）
河南町住民生活課☎�2500
太子町住民人権グループ☎�5515

時間　午後１時〜３時
場所　保健センター１階（相談室）

総人口　5,810人（－３）
　男　　2,761人（＋１）
　女　　3,049人（－４）
世帯数　2,368戸（＋２）

５月末日現在、（ 　） は対前月比

就　　労
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
地域振興課

ごみは、午前７時までに必ず出しましょう


